
 

 

  

４月２３日例会 

◆地区研修協議会報告◆ 

             西村弘司会長エレクト  

     《 会 長 報 告 》 

○ＡＭＤＡ より 

・ニュースレター４月号    が届いております。   

    《  幹  事  報  告  》 

○ 例会変更 

・相模原南ＲＣ 

 ４月２９日(火)→休会(祝日のため) 

 ５月 ６日(火)→休会(祝日のため) 

 ※両日のビジター受付はありません 

 ５月２０日(火) 移動例会は、通常例会になります 

・厚木県央ＲＣ 

 ５月１６日（金）→相模人形芝居鑑賞 

 例会 会場変更 厚木商工会議所 5階とお知らせ   

 しましたがアーバンホテルで11:30 点鐘  

 12:00～厚木商工会議所移動 

 ５月２３日（金）→移動例会 アサヒビール工場   

 見学とお知らせしましたが、５月２４日（土）に変更 

・相模原大野ＲＣ 

５月７日（水）→夜間例会（詳細未定） 

５月１４日（水）社会奉仕活動【献血啓発活動】 

 時間／10：30～16：00（12：00～13：30休憩） 

 場所／相模大野駅前コリドー 

６月１８日（水）→年度末親睦例会「エクシブ箱根離宮」 

○ 週報 

・厚木ＲＣ        が届いております。  

   

    《 ス マ イ ル 》 

【中野会長・齊藤副会長・西村会長エレクト・小島幹事・

笹生副幹事】…若葉が出始めてきた今日この頃です。皆

様いかがお過ごしですか？先日の地区研修協議会に参加

ありがとうございます。本日は報告会です。よろしくお

願いいたします。山崎さん、地区協議会の写真ありがと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うございます。山本道子会員、写真ありがとうございま

す。 

【鈴木八四郎会員・和田吉二会員】…山崎さん、山本さ

ん、写真をありがとうございました。 

【加藤元英会員】…山崎さん、チャーターナイトの写真、

ありがとうございます。 

【渡邊義治会員】…今日、ここへ来るときに古塩さんと

ばったり出くわしました。「盛升」のしぼりたてをまとめ

買いしてきたということでした。古塩さん一流のシャレ

をタンノウして元気が出ました。 

【小島正伸会員】…山崎さん、先日の地区協議会の写真

ありがとうございます。また、斉藤さん、竹の子ありが

とうございます。おいしくいただきました。 

 

   ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

★年度末ゴルフコンペのご案内 

 「みなさん、ぜひご参加ください」 

 ・日時：2014年６月18日（㈬）８時40分集合 

 ・会場：大厚木カントリークラブ本コース 

         詳細：飯田久夫Ｇ同好会会長まで 

    ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 
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西良弘司会長エレクトの司会で、当日参加さされた方々

から報告がありました。 

   

西村会長エレクト  笹生副幹事    小島幹事 

   
原田孝一会員   藤川孝幸会員   山崎隆夫会員 

   

齊藤達夫会員   小島正伸会員   和田吉二会員 

   

 建部 覚会員   中村昭夫会員 

 

 ∞∞∞出席者の報告は次の通り。∞∞∞ 

 

◆会長部門       西村弘司会員 

会長部門の分科会は、相澤ガバナー、渡辺ガバナー・

エレクトのお二人がリーダーを務められました。初め

に渡辺エレクトより、次年度の地区重点目標について

お話がありました。重点目標は、会員増強・公共イメ

ージと認知度の向上・寄付金の獲得の三つです。 

特に会員増強については、持ち時間の３分の２程の時

間を使い丁寧に説明されました。相澤ガバナーは、公

共イメージと認知度の向上についてエンド・ポリオ・

ナウ・キャンペーンの実例およびアンケートによる効

果測定の結果を説明されました。休憩を挟み、各グル

ープに分かれ会員増強・公共イメージと認知度の向上

についてテーマ別にディスカッションを行いました。

私のグループにおいては、各地域のイベントを利用し

ながら、公共イメージと認知度の向上を図り同時に会

員を増やす。ということで纏りました。 会長部門に

おいては、PETSと同様の内容でした。 

  

幹事部門        笹生 誠会員 

１． 幹事の役割と責務につい…リーダー鈴木康仁（横

須賀） 

＊人事・予算・全体窓口は会長・幹事が知ること。 

＊理事役員会は議事録作成する。 

＊事務局に頼りすぎは駄目です。 

＊例会の記録（週報）出席報告は事務局任せにしない。 

＊会員半期報告は7月1日と1月1日にＲＩと地区へ

の提出が義務づけられた報告書を作成しＲＩへ分担金

を支払う。 

※ 会員増強 10％は方針です・・・退会者にも気配り

し再入会すすめる。 

２．会員アクセスについて…リーダー田島 透 

＊地区とのアクセス月間の出席報告を（ホームページ）

使用してください。毎月 15 日まで・・・事務局任せ

にしないでください。アクセクの仕方プロジェクター

にて説明される。 

３．討論会 

１）会長と幹事の役割分担について 

２）幹事と事務局との関係につて 

３）情報伝達について 

●幹事は、クラブ会長とどのように協力しているか。 

●例会はどのように計画されているか。 

●クラブのウェブサイトや会報に関する幹事の役割は

何か。（事務局をたよるな） 

●出席の記録をどのようにつけているか。また、出席

状況から、会員がクラブの例会に満足しているかが分

かるか。 

●クラブの記録文書、通信、議事録は、どのように保

管しているか。 

 

◆会長エレクト部門      小島條太郎会員 

リーダーは壽永ＰＡＧ（厚木ＲＣ）でした。 

★バッジについて―今、皆さんの左胸には、ロータリ

ーバッジが付いています。1993～1994 年、ボブ・バ

ースRI会長は、「ロータリーのバッジを付けているあ 

なたは、次のように発信しています。『あなたは私を信

頼できますよ。私は頼りになります。私は信用に値し

ます。私は、受けるよりも多くを与え 

ます。私はいっでもお手伝いします』という事、をで

す。先輩ロータリアンが血の鯵むような努力を重ね、

その結果得られた賞賛に値するロータリーの信用で

す。信用を積み重ねるのは時問が必要ですが、失うの

は一瞬です」その重責を自覚しなければなりません。 

★ロータリーの目的―昨年まで「ロータリーの綱領」



と言われましたが、今は「目的」とされました。英語

の直訳です。ロータリアンは、「ロータリーの目的」を

基本とし、「四つのテスト」を行動規範とし、奉仕活動

の実践から、進化します。進化の過程として、公式標

語①「超我の奉仕」②「最も奉仕する者、最も報いら

れる」があります。 

★例会は人生の道場―入りて学び、出でて奉仕せよ― 

「Enter to 1earn，Go forth  to Serve」…39

代RI会長（1947－8）S・ケンドリ1ンダガーンージ

ー、USAジャクソンビルRC、元ブリグムヤング大学

の標語。ロータリーの例会は学ぶ処で、奉仕は各人が

職業に於いて奉仕する（職業倫理の確立を行う）事を

確認するものです。「ロータリー」の精神は、親睦と奉

仕の調和の中に宿る」と言われています。クラブの例

会等に出席し、事業上の発想の交換を通じて、お互い

に切磋琢磨して、奉仕の理念を研鑽し、自己改善を図

る。例会では、世の為、人の為に尽くす心、すなわち

奉仕の心を作る。クラブ外では、奉仕の心を適用して、

職業奉仕・杜会奉仕・国際奉仕・青少年奉仕、をする。 

★優れた会長とは― 

入念な準備を整え、メンバーの声を聴く耳を持ち、経

験や知識を分かち合い、人を励まし、活躍を称え、力

強いクラブ構築のため、新しいリーダーを育成する。

会長は一人、孤独に耐え、ロータリーの道を知り、道

を示し、その道を行く人。 

★会員の質と量（会員増強） 

ロータリーの発展は、質の向上と数の増加が車の両輪

の如く必要である。それは、ロータリーの理念の研鎖

と奉仕でもある。質とは？定款上の会員条件では、「善

良なる成人で、職業上良い世評を受けている者」。 

★ロータリーで変えてはならないもの―ロータリーの

哲学、すなわち「奉仕の理念」。 

★クラブ奉仕とは 

例会出席にはじまるクラブ奉仕とは、クラブ全員がす

べきことであり、ロータリーライフの基礎となる。よ

ってロータリーのロータリーたる所以は、クラブ奉仕

にある。（参考：「源流の会」ＰＤＦ） 

 

◆ 研修部門         原田孝一会員 

 冒頭、リーダーの森洋パストガバナーより、RIが現

在行おうとしている長期計画並びに戦略計画の概略に

ついて詳細な説明があり、その後３人のサブリーダー

から、その戦略計画の中の３つの優先項目について、

夫々説明がなされた。３つの優先項目とは、１、「クラ

ブのサポートと強化」２、「人道的奉仕の重点化と増加」

３、「公共イメージと認知度の向上」である。その後参

加者を３つのグループに分け、優先項目について、グ

ループミーティングが行われた。私は３番目の「公共

イメージと認知度の向上」のグループに配属されたが、

参加者のほぼ全員が各クラブにおいて会長経験者であ

るということもあり、内容のある意見交換がなされた

と思う。 

 

◆R財団部門         藤川孝幸会員 

第１部①R財団の使命と目的②財団資金推進とポリオ

撲滅③補助金を使った活動計画の意味～グループディ

スカッション～。 

第２部①補助金はどのように使われるか？②３つの奨

学金～グループディスカッション～ 

※具体的な目標額 ○財団寄付1人200ドル以上○ポ

リオ寄付1人40ドル以上 ○ベネファクター1クラブ

1人以上(会員50名以上は2名以上) 

※2014-15年度の地区補助金の配分方針〉 

DDF(地区補助金)総額??約 214,600 ドル[内訳]グロー

バル補助金 107,300 ドル 資金総額(財団からの同額

資金も含め) 214,600 ドル 内訳明細(奨学金プロジ

ェクト68,000ドル、職業研修VTT30,130ドル、地区

直轄プロジェクト30,000ドル、合同奉仕プロジェクト

100,000 ドル) 繰越金より、DDF 寄贈として平和セ

ンター25,000ドル、ポリオ・プラス20,000ドル? 

新地区補助金 107,300 ドル 内訳明細(海外留学の修

士課程対象の奨学金プログラム27,000ドル、地区直轄

プロジェクト 6,000ドル、クラブ奉仕プロジェクト、

合同奉仕プロジェクト72,000ドル、臨時費2,300ドル) 

※〈ロータリーカード普及の推進〉買い物金額の0.3%

が寄付される 法人カードは 1 法人 20 枚まで発行可

能。 財団への還元率は0.5%等々、会員の皆様のご理

解とご協力をお願い致します。 

 

◆職業奉仕部門         和田吉二会員 

職業泰仕は口ータリーの根幹をなすものだが、その概

念は難しい。今年度の活動報告（週報）では、63クラ

ブの内28クラブ（活動なしを含む・・44．4％）が未

提出で、実践活動の難しさが推測できる。 

 次年度方針は「分かり易い職業奉仕を目指したい」

である。職業奉仕は個人奉仕であるが、ロータリーの

歴史に基づいて学ぶべきである。議論のための議論に

埋没しないようにするべきだが、英文翻訳の難しさも

ある。だから各資料が難しいのかもしれない。棚沢語

（弁）で翻訳したら分かり易くなるだろうか…？ 

 

◆国際奉仕部門に参加して    山崎隆夫会員 

① ロータリークラブは世界200ヶ国に120万人の会

員・仲間が活躍しています。是非世界に目を向けて多

数の友達を作りロータリー生活を楽しみましょう。 

② 青少年交換学生、米山奨学生を援助するのも、国

際奉仕活動ですが、これらの友達と末永くお付き合い

を続け多様な文化を理解しましょう。 

③ 国際奉仕には予算が苦しい、海外との接点が無い、

リーダーシップを取る人が少ない。国際奉仕は二の次



だ、等のマイナスイメージを乗越え、まずは友達を作

りロータリー活動を楽しんで下さい。 

④ 2780地区では63クラブの内友好クラブを持って

活動してるクラブは、24クラブです。交流は個人的な

付合いが多いのが現状ですが、会長を中心に組織とし

ての交流に力を入れて下さい。 

⑤ 我が厚木中クラブも台湾の澎湖クラブとの友好関

係の復活を考える事が必要と思います。 

⑥ RIには国際奉仕プロジェクトが数多く登録され、

皆さんの参加を待っています。 

 

この他に平塚湘南 RC の井出隆夫さんからフィリピ

ン・シキホール島の「水供給施設事業」茅ヶ崎中央RC

の小川、吉野さんからパキスタンの「ポリオ撲滅プロ

ジェクト」について報告が有りました。 

 

◆会員増強           斎藤達夫会員 

 ゲイリーＣ.Ｋ.ホアンＲＩ会長エレクトは次年度の

ＲＩテーマとして「ロータリーに輝きを」（Light Up 

Rotary）を揚げられました。2014－2015 年度 第

2780地区のテーマは Light Up Myself 「自分自身に

輝きを」です。５つの感動－「感動・歓働・汗働・貫

道・環働」です。公共イメージの向上について―１分

間でロータリーの魅力を説明できるようになりたいも

の。「認知度」という言葉に、妙に違和感を感じていま

す。 

 

◆社会奉仕           小島正伸会員 

 河本ＰＧ（大磯ＲＣ）と佐々木和夫ＡＧ（大和ＲＣ）

がリーダーでした。社会奉仕については河本ＰＧ、社

会奉仕プロジェクトについては佐々木ＡＧが話されま

した。 

★ロータリー誕生の頃、ポール・ハリスが出した提案

―私達が、かつて田舎町で味わった相互協力と打解け

た親睦という非常に単純な構想が基本のクラブ。そし

て「シカゴ市の最大の利益を推進し、シカゴ市民とし

ての誇りと忠誠心を市民の間に広める」＝社会奉仕の

提唱⇒シカゴ中心部に公衆便所建設。多くの反対があ

り、実現までに２年を要した、はよく知られる話。  

★ロータリーの奉仕の目覚め、初めての社会奉仕―「１

９０７年シカゴから 48 キロ離れたイリノイ州ジョリ

エットの説教師の馬が死に、教区民の間を廻ることが

できなくなった時、クラブが説教師のために馬を買っ

たことであったという。 

★ロータリーにおける社会奉仕とは、すべてのロータ

リアンの個人生活、職業生活、社会生活において、奉

仕の理想を育み、これを奨励する＝ロータリアンの利

他の心を育む機会を提供する＝。  

 ロータリアン一人一人が「超我の奉仕」を「実践す

る機会＝奉仕の喜びを体験する機会＝。地元の地域社

会のニーズに応える機会。 社会奉仕プロジェクトは

①地域社会にとって意義があるもの ②ロータリアン

にとって学びの機会となる ③地域社会でのロータリ

ークラブのイメージと認知度の向上が図れるもの、を

基本としたい。 

 

◆ 新会員部門         松井岳也会員 

 テーマ『もっと楽しく もっとためになるロータリ

ー』の基、リーダー・サブリーダー計4名の方々によ

る卓話がありました。内容的には、”入会後先ず顔を知

ってもらい、ただ例会に参加するだけでなく、例会の

前後でも良く話をし、さらに積極的に夜間親睦にも参

加する事で知りあいを広めながら社会奉仕を通して豊

なロータリーライフを送る事が出来る。”という事でし

た。その後、4～7 人でグループディスカッションが行

われました。新会員の声で最も多かったのは”ロータ

リー用語や組織的な部分が良く分からない”という事

でしたが、それは配られている手続き要覧を読めば良

いという回答でしたが、確認してみると3 クラブ程度

がこの手続き要覧が配られていない事が分かり、この

点は伝えておくという事でした。次に多かったのは是

非メイキャップをしたいが塩梅が分からず出来ないで

いるという事でした。あるクラブは事務局で対応して

くれてスムーズという事でそれはいいですねという声

もありました。私も前に別のクラブの方からうちは横

の繋がりでの入会が殆どで、そうでなく入会した会員

がなじめず辞めそうだと言っていた事を聞き、確かに

メイキャップで例会に参加してあまり良い顔をされな

かったら、ちょっとつらいなと考えた事があります。

ロータリーの友に日本全国をまたいだメイキャップ実

績を載せ、日本の全てのロータリークラブが常におも

てなしの気持ちで待ってくれていたら、より楽しいロ

ータリーライフが送れるのではないかと考えました。 

    

    ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

4 月 20 日、東海大学へお出かけになった皆様、お疲れ様で

した。皆さんに原稿をお願いしましたが、内容の分量がマチ

マチなのは、山本が２００文字とか４００文字とか、曖昧な

お願いをしたためです。 耳ざわりよかったのは、小島條太

郎次年度会長エレクトの報告でしたので、これは資料そのま

ま載せました。心地よくきこえたのは、なるほど、その基が

「源流の会」ＰＤＦだったからでした。次年度ＲＩテーマは

ロータリーに輝きを、地区のは、自分自身に輝きを、だそう

です。まずは基本に立ち返り 「ロータリーらしさ」を追求

したいと思いました。―子曰く「君子は上達し、小人は下達

す」（理想に向かって努力すれば上達できる）―。「孔子は世

界で最初のロータリアン」とはゲイリーＣ.Ｋ.ホアン次年

度ＲＩ会長のお言葉でしたね。（や）                                                   

 


